
学校番号 103 

 

令和３年度 外国語科 

 

教科 科目 単位数 指導学年 教材名・副教材名 

外国語 英語表現Ⅱ ２ 第２学年 

「Vivid English Expression II」（第一学習社） 
「Challenge 英語構文 77」（啓隆社） 
「READING CORE 2」（啓隆社） 
「英単語ターゲット 1200」（旺文社） 

 
１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 
・英語表現Ⅱの授業は、英語を通じて積極的にコミュニケーションを図ろうとする態度を育成するとともに、事実や意見

などを多様な観点から考察し、論理の展開や表現の方法を工夫しながら伝える能力を養う授業です。 
・英語の語彙や文法や構文を身につけることから始めますが、それらが実際のコミュニケーションでどのように使われる

かということを意識して学習することが大切です。常に「英語を使う」ということを意識して学習しましょう。 
・音読は外国語学習の中でとても大切な練習の 1 つです。声を出して読んだり、発話することによって生きた英語が身に

ついていきます。英語のリズムやイントネーションに気をつけ、聞いている人に伝える気持ちを持って音読することを

心がけましょう。 

 
２ 学習の到達目標（CAN-DO リストによる当該学年の４技能の到達目標） 
【第２学年】履修科目：「コミュニケーション英語Ⅱ」（３単位）及び「英語表現Ⅱ」（２単位） 

主な教材：上記科目の教科書、教科書の内容に関連した別教材 
話すこと 書くこと 聞くこと 読むこと 

学習到達目標 科目・評

価 学習到達目標 科目・評

価 学習到達目標 科目・評

価 学習到達目標 科目・評

価 

・聞いたり読んだ

りしたこと，学

んだことや経験

したことに基づ

き，情報や考え

などについて，

意見の交換をし

たりすることが

できる。 

・リズムやイン

トネーション

などの英語の

音声的な特

徴，話す速

度，声の大き

さなどに注意

しながら話す

ことができ

る。 

・暗唱テス

ト 

・インタビ

ュ ー テ

スト 

 

・聞いたり読んだり

したこと，学んだ

ことや経験したこ

とに基づき，情報

や考えなどについ

て，書くことがで

きる。 

・内容の要点を示す

語句や文，つなが

りを示す語句など

に注意しながら書

くことができる。 

・語彙力を増強させ

る。 

・ライティ

ングテス

ト 

・定期考査 

・事物に関する紹

介や対話などを

聞いて，だいたい

の内容をつかむ

ことができる。 

・事実と意見など

を区別して聞く

ことができる。 

・リズムやイント

ネーションなど

の英語の音声的

な特徴に注意し

ながら聞くこと

ができる。 

・リスニン

グテスト 

 

 

・説明や物語な

どを読んで，

だいたいの

内容をつか

むことがで

きる。 

・説明や物語な

どを，聞き手

に伝わるよ

うに音読す

ることがで

きる。 

・内容の要点を

示す語句や

文，つながり

を示す語句

などに注意

しながら前

から前から

読みとるこ

とができる。 

・速読テス

ト 

・定期考査 

 

 



３ 学習評価(評価の観点と実施方法) 

観

点 

コミュニケーションへの 

関心・意欲・態度 
外国語表現の能力 外国語理解の能力 

言語や文化についての 

知識理解 

実

施

方

法 

モデル会話に関心を持ち、間

違いを恐れず積極的にコミュ

ニケーションを図ろうとして

いるかを的確に評価できる方

法で実施。 

CAN-DO リストによる「話す

こと」と「書くこと」の到達目

標を的確に評価できる方法で

実施。 

CAN-DO リストによる「聞く

こと」と「読むこと」の到達目

標を的確に評価できる方法で

実施。 

英語やその運用についての知

識を身に付けているととも

に、その背景にある文化など

を理解しているかどうかを的

確に評価できる方法で実施。 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



４ 学習の活動 

単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Lesson 1 か

ら Lesson4 

（14 時間） 

現在形・ 
過去形・ 
現在進行形・ 
過去進行形・ 
未来形・ 
現在完了形・ 
現在完了進
行形・ 
過去完了形・ 
過去完了進
行形・ 
未来進行形・ 
未来完了形・ 
助動詞 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 
・ペア・ワークにおい

て、互いに協力しな

がら会話を続ける。 

・相手の発表を関心をも

って聞き、自分も発表

して、ペアで伝え合

う。 

・ペア・ワークにお

いて、互いに協力

しながら会話を続

けている。 

・ペアでの言語活動

を観察する。 
・ワークシートを提

出させ、取組状況

の判断材料として

活用する。 

「外国語表現の能力」 
・学校生活・日常生

活・買い物をする時

に心がけていること

について英文をまと

めて、発表する。 

・ペアワークで、相手の

発表を聞いて理解し、

自分のまとめたものを

発表する。 

・正しい発音・イン

トネーションで大
きな声でまとめた

ものを見ないで発

表できる。 
・状況に応じて発話

できる。 

・授業中の発表を観

察する。 
・ワークシートをも

とに評価する。 
・定期的に全員の前

で順番に発表させ

て評価する。 
「外国語理解の能力」 
 
・現在形・過去形・ 
進行形・現在完了・ 
過去完了・未来完了・ 
助動詞ついて学んで

理解する。 

・Exercises（問題練

習）に取り組み、自分

の理解の程度を確認す
る。 

・Start Up で音声を聞

き、自分の理解の程度

を確認する。 

・正解して理解を確

認することも大切で

あるが、「間違えを恐

れず、前向きに取り

組む」姿勢の方をよ

り重視する。 

・授業中の取り組み

姿勢を評価する。 
・テキストの提出。 
・定期テストにおけ

る出題。 

「言語や文化についての知識・理解」 
学校生活・日常生活・ 
芸術・音楽・買い物 
それぞれの場面におけ

る英語表現を理解す

る。 
 

・Study point の解説を
する。生徒は Check
で理解を確認する。 

・Check問題に取り組

み、自分の理解の程度

を確認する。 

・正解して理解を確

認することも大切

であるが、「間違え

を恐れず、前向き

に取り組む」姿勢

を評価する。 

・授業中の取り組み
姿勢を評価する。 

・テキストの提出 
・定期テストにおけ

る出題。 

Lesson5か

ら Lesson9 

（14 時間） 

受動態・ 
助動詞＋受
動態 
進行形の受
動態・ 
完了形の受
動態・ 
群動詞の受
動態・ 
to不定詞・ 
 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 
・ペア・ワークにおい

て、互いに協力しな

がら会話を続ける。 

・相手の発表を関心
をもって聞き、自
分も発表して、ペ
アで伝え合う。 

・ペア・ワークに
おいて、互いに
協力しながら会
話を続けてい
る。 

・ペアでの言語活動

を観察する。 
・ワークシートを提

出させ、取組状況

の判断材料として

活用する。 
「外国語表現の能力」 
・科学・尊敬する人

物・勉強・テスト・

言語・仕事・職業に

ついて英文をまとめ

て、発表する。 

・ペアワークで、相
手の発表を聞いて
理解し、自分のま
とめたものを発表
する。 

・正しい発音・イン

トネーションで大

きな声でまとめた

ものを見ないで発

表できる。 
・状況に応じて発話

できる。 

・授業中の発表を観

察する。 
・ワークシートをも

とに評価する。 
・定期的に全員の前

で順番に発表させ

て評価する。 
「外国語理解の能力」 
・さまざまな受動態・

to不定詞について学

んで理解する。 

・Exercises（問題練

習）に取り組み、自分

の理解の程度を確認す

る。 
・Start Up で音声を聞

き、自分の理解の程度

を確認する。 

・正解して理解を確

認することも大切

であるが、「間違え

を恐れず、前向き

に取り組む」姿勢

の方をより重視す

る。 

・授業中の取り組み

姿勢を評価する。 
・テキストの提出。 
・定期テストにおけ

る出題。 

「言語や文化についての知識・理解」 
・科学・尊敬する人

物・勉強・テスト・

言語・仕事・職業の

それぞれの場面にお

ける英語表現を理解

する。 

・Study point の解説を

する。生徒は Check
で理解を確認する。 

・Check問題に取り組

み、自分の理解の程度

を確認する。 

・正解して理解を確

認することも大切

であるが、「間違え

を恐れず、前向き

に取り組む」姿勢

を評価する。 

・授業中の取り組み

姿勢を評価する。 
・テキストの提出 
・定期テストにおけ

る出題。 



 
 



単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Lesson10 か

ら Lesson14 

（14 時間） 

動名詞・ 
動名詞の否
定・ 
完了形の動
名詞・ 
分詞・ 
知覚動詞・ 
使役動詞 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 
・ペア・ワークにおい

て、互いに協力しな

がら会話を続ける。 

・相手の発表を関心をも

って聞き、自分も発表

して、ペアで伝え合

う。 

・ペア・ワークにお

いて、互いに協力

しながら会話を続

けている。 

・ペアでの言語活動

を観察する。 
・ワークシートを提

出させ、取組状況

の判断材料として

活用する。 

「外国語表現の能力」 
・修学旅行・新聞・
雑誌・訪問・招
待・公共・ルー
ル・旅行・交通に
ついて英文をまと
めて、発表する。 

・ペアワークで、相
手の発表を聞いて
理解し、自分のま
とめたものを発表
する 

・正しい発音・イン

トネーションで大

きな声でまとめた

ものを見ないで発

表できる。 
・状況に応じて発話

できる。 

・授業中の発表を観

察する。 
・ワークシートをも

とに評価する。 
・定期的に全員の前

で順番に発表させ

て評価する。 
「外国語理解の能力」 
・動名詞・分詞・知
覚動詞・使役動詞
について学んで理
解する。 

・Exercises（問題練

習）に取り組み、自分

の理解の程度を確認す

る。 
・Start Up で音声を聞

き、自分の理解の程度

を確認する。 

・正解して理解を
確認することも大
切であるが、「間違
えを恐れず、前向
きに取り組む」姿
勢の方をより重視
する。 

・授業中の取り組み

姿勢を評価する。 
・テキストの提出。 
・定期テストにおけ

る出題。 

「言語や文化についての知識・理解」 
・修学旅行・新聞・雑

誌・訪問・招待・公

共・ルール・旅行・

交通のそれぞれの場

面における英語表現

を理解する。 

・Study point の解説を

する。生徒は Check
で理解を確認する。 

・Check問題に取り組

み、自分の理解の程度

を確認する。 

・正解して理解を確

認することも大切

であるが、「間違え

を恐れず、前向き

に取り組む」姿勢

を評価する。 

・授業中の取り組み

姿勢を評価する。 
・テキストの提出。 
・定期テストにおけ

る出題。 

Lesson 15

から

Lesson18 

（14 時間） 

 

比較級・ 
最上級・ 
接続詞・ 
関係代名詞 
 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 
・ペア・ワークにお
いて、互いに協力
しながら会話を続
ける。 

・相手の発表を関心
をもって聞き、自
分も発表して、ペ
アで伝え合う。 

・ペア・ワークに
おいて、互いに
協力しながら会
話を続けてい
る。 

・ペアでの言語活動

を観察する。 
・ワークシートを提

出させ、取組状況

の判断材料として

活用する。 
「外国語表現の能力」 
・環境・社会・歴
史・平和・キャン
プ・野外活動につ
いて英文をまとめ
て、発表する。 

・ペアワークで、相
手の発表を聞いて
理解し、自分のま
とめたものを発表
する。 

・正しい発音・イン

トネーションで大

きな声でまとめた

ものを見ないで発

表できる。 
・状況に応じて発話

できる。 

・授業中の発表を観

察する。 
・ワークシートをも

とに評価する。 
・定期的に全員の前

で順番に発表させ

て評価する。 
「外国語理解の能力」 
・比較級・最上級・
接続詞・関係代名
詞について学んで
理解する。 

・Exercises（問題練

習）に取り組み、自分

の理解の程度を確認す

る。・Start Up で音声

を聞き、自分の理解の

程度を確認する。 

・正解して理解を確

認することも大切

であるが間違えを

恐れず、前向きに

取り組む」姿勢の

方をより重視する 

・授業中の取り組み

姿勢を評価する。 
・テキストの提出。 
・定期テストにおけ

る出題。 

「言語や文化についての知識・理解」 
・環境・社会・歴
史・平和・キャン
プ・野外活動のそ
れぞれの場面にお
ける英語表現を理
解する。 

・Study point の解説を

する。生徒は Check
で理解を確認する。 

・Check問題に取り組

み、自分の理解の程度

を確認する。 

・正解して理解を確

認することも大切

であるが、「間違え

を恐れず、前向き

に取り組む」姿勢

を評価する。 

・授業中の取り組み

姿勢を評価する。 
・テキストの提出 
・定期テストにおけ

る出題。 



 

単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Lesson19か

ら Lesson22 

（14 時間） 

関係副詞・ 
仮定法過去・ 
仮定法過去
完了・ 
部分否定・ 
強調構文・ 
名詞構文 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 
・ペア・ワークにおい

て、互いに協力しな

がら会話を続ける。 

・相手の発表を関心をも

って聞き、自分も発表

して、ペアで伝え合

う。 

・ペア・ワークにお

いて、互いに協力

しながら会話を続

けている。 

・ペアでの言語活動

を観察する。 
・ワークシートを提

出させ、取組状況

の判断材料として

活用する。 

「外国語表現の能力」 
・科学技術・進路・
情報・通信・社会
について英文をま
とめて、発表す
る。 

・ペアワークで、相
手の発表を聞いて
理解し、自分のま
とめたものを発表
する。 

・正しい発音・イ
ントネーション
で大きな声でま
とめたものを見
ないで発表でき
る。 

・状況に応じて発
話できる。 

・授業中の発表を観

察する。 
・ワークシートをも

とに評価する。 
・定期的に全員の前

で順番に発表させ

て評価する。 

「外国語理解の能力」 
・関係副詞・仮定法
過去・仮定法過去
完了・強調構文・
名詞構文について
学んで理解する。 

・Exercises（問題練
習）に取り組み、
自分の理解の程度
を確認する。 

・Start Up で音声を
聞き、自分の理解
の程度を確認す
る。 

・正解して理解を
確認することも大
切であるが、「間違
えを恐れず、前向
きに取り組む」姿
勢の方をより重視
する。 

・授業中の取り組み

姿勢を評価する。 
・テキストの提出。 
・定期テストにおけ

る出題。 

「言語や文化についての知識・理解」 
・科学技術・進路・
情報・通信・社会
のそれぞれの場面
における英語表現
を理解する。 

・Study point の解説
をする。生徒は
Check で理解を確
認する。 

・Check問題に取り
組み、自分の理解
の程度を確認す
る。 

・正解して理解を
確認することも
大切であるが、
「間違えを恐れ
ず、前向きに取
り組む」姿勢を
評価する。 

・授業中の取り組み

姿勢を評価する。 
・テキストの提出 
・定期テストにおけ

る出題。 


